
（別記様式第１号）
別海町鳥獣被害防止計画（変更）
　　　　　　　　　　＜連絡先＞
　　　　　　　　　　　担当部署名　保健生活部生活環境課
                      所在地　北海道野付郡別海町別海常盤町280番地
　　　　　　　　　　　電話番号　0153-74-9648（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ）
                      ＦＡＸ番号　0153-75-2773
　　　　　　　　　　　
計画策定日　　令和６年３月３１日
計画策定日　　令和７年６月３０日
１　対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域
	　対 象 鳥 獣
	エゾシカ・ヒグマ・キツネ・タヌキ・ハシブトガラス・ハシボソガラス・ドバト・トド・アザラシ類

	　計 画 期 間
	  令和６年度～令和８年度

	　対 象 地 域
	　別海町一円


２　鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針
（１）被害の現状（令和４年度）
	鳥獣の種類
	被害の現状

	
	品　目
	被害数値

	エゾシカ
	牧草

ロール

デントコーン
	1,416ha     　63,200千円

　　155個　      1,700千円

60ha　     24,000千円

　    計　 　　 88,900千円

	
	交通事故
	　R2～R4までに警察に届出のあった件数は353件で被害金額は不明。

	ヒグマ


	ロール
	　110個　　　　1,100千円

	キツネ


	乳牛（経産牛）

乳牛（仔牛）

	　　  2頭          284千円

　 　61頭　　　 10,280千円

　　　 計 　　　10,564千円

	タヌキ


	代用乳
哺乳瓶
	10袋　　　　　170千円
10個　　　　　 40千円
計　　　　　210千円

	カラス・ドバト
	乳牛（経産牛）

乳牛（仔牛）
ロール

　混合飼料
　
	18頭        2,556千円

17頭　      1,224千円

995個　      8,484千円

　    5個　　　    150千円
　 　  計 　    12,414千円

	トド・アザラシ類
	水産物
	　　　　　23,670千円　


（２）被害の傾向
	エゾシカ
	令和４年度の生息数は、道全体で72万頭、東部で32万頭と推定されているが、個体の行動範囲は広く、別海町内での生息数については不明である。
別海町の農業は酪農が主体なため、牧草等の被害が特に大きい。そのほかにも森林や原野等の植物に対する食害により、林業被害や自然公園等を含めた生態系にも影響を与えている。
また冬季に雪の少ない海岸沿いに食料を求め、走古丹地区や野付半島を越冬地として集まり、交通事故や市街地への侵入のほか、植物の食害等、住民生活や自然環境に多大な影響を及ぼしている。
これまで被害防止計画に基づき個体数調整を行っているが、被害は依然として増加傾向にあり、今後も計画的な捕獲が必要である。

	ヒグマ
	　広範囲に生息しているが、生息数は不明。

例年５月～１１月にかけて農村部を中心に町内全域で目撃されており、ロール被害が多数発生している。また、近年は市街地近郊まで現れ、令和6年度には家畜が襲われる被害が発生した。今後、更なる被害の拡大についても懸念される。

	キツネ
	　広範囲に生息しているが、生息数は不明。

　例年、牛の分娩時に仔牛が噛み殺されるなどの被害が発生している。また、牛舎内の侵入による家畜への環境衛生面でも影響が懸念される。

	タヌキ
	　広範囲に生息しているが、生息数は不明。
　通年、牛舎等において代用乳の盗食や哺乳瓶の破損が発生している。また、牛舎内への侵入による畜舎の環境衛生面への影響が懸念される。

	カラス・ドバト
	　広範囲に生息しているが、生息数は不明。

通年、牛舎内・給餌場（外）・配合タンク付近での配合飼料の食害が発生している。

カラスについては例年、播種時期の牧草が引き抜かれる、牧草ロールのラップが破られる、牛の分娩時に仔牛の目や陰部が傷つけられるなどの被害が発生している。

各種病原菌の媒介動物でもあり、環境衛生面での影響が懸念される。

	トド・アザラシ類
	　　主に風蓮湖から野付湾にかけて数百頭ほどの来遊数と思われるが、詳細は不明。定置網にかかった秋サケやマスを食い荒らし、キズモノにされてしまう被害が増加している。

　また、秋サケ以外にもコマイ・チカ・ワカサギ等を丸飲みするなど、潜在的な漁業被害も懸念される。


（３）被害の軽減目標
	指　標
	現状値（令和４年度）
	目標値（令和８年度）

	エゾシカ
	被害面積
	　1,476ha
	　　1,000ha

	
	被害金額
	　　　88,900千円
	      　 62,000千円

	ヒグマ
	被害金額
	1,100千円
	被害の減少に努める

	キツネ
	被害金額
	10,564千円
	被害の減少に努める

	タヌキ
	被害金額
	　210千円
	被害の減少に努める

	カラス・ドバト
	被害金額
	12,414千円
	 被害の減少に努める

	トド・アザラシ類
	被害金額
	23,670千円
	 被害の減少に努める


（４）従来講じてきた被害防止対策
	
	従来講じてきた被害防止対策
	課題

	エゾシカ捕獲等に関する取組

	　猟友会の協力により、有害駆除実施期間（春駆除（5月）、秋駆除（9月中旬～10月中旬））を設け、銃器及びわなによる駆除を実施している。処理方法は別海町に処理施設が無い為、隣町まで運搬し処理しており、有効活用も行っている。
　また、冬期間は国指定鳥獣保護区である走古丹、野付半島において囲いわなによる生体捕獲を実施している。
	　銃器による捕獲は、周辺の立地条件によっては安全対策の観点から使用が困難な場所もある。

また、冬期間は越冬地となる国指定鳥獣保護区においては、環境省と協議し、捕獲期間や捕獲場所等、希少種の営巣地に配慮した対策を行う必要がある。



	ヒグマ捕獲等に関する取組
	　ヒグマの目撃情報等があった場合は、看板設置及び周辺のパトロール、関係機関への周知を行っている。特定地域に個体が頻繁に出没し、人畜的な被害が危惧される場合は、猟友会に出動してもらい捕獲を実施。ただし、ヒグマに関しては追払いを被害防止対策の基本としている。
	　近年、市街地付近での出没が増えており、通報があった際には迅速な対応が求められるが、緊急出動であるため人員確保が難しい。

　

	キツネ・タヌキ・カラス・ドバト捕獲等に関する取組
	　農協より駆除申請のあった農家の有害駆除対策を行っている。カラスやドバトに関しては猟友会委託により銃器捕獲を行っており、キツネやタヌキについては箱わなによる捕獲も行っている。
	　被害農家からの通報を受け出動しても、既に姿を消している場合がほとんどである。また、牛舎や人家近くの被害が多く、銃器での捕獲が難しい。

	トド・アザラシ類捕獲等に関する取組
	　各漁協において定置網の入り口に金網を取り付け、アザラシの侵入を防止するための対策を行っている。また、専用の捕獲網と銃による捕獲を試行している。
	　金網をゆがめて網に入る個体のほか、体の小さな個体は通り抜けてしまう。また、金網取り付けによって漁獲効率が減少してしまう。

	防護柵の設置等に関する取組
	　牧草被害対策のため鳥獣被害防止総合対策事業交付金を活用し、侵入防止柵を設置している。
	　別海町内の農家は酪農が中心で、牧草地が広大であることから柵で全てを囲うことは財政的に困難である。　


（５）今後の取組方針
	エゾシカ

	　これまで、別海町では猟友会と連携して有害駆除を実施してきたが、依然として農業被害は高い水準にある。

さらに、冬季は走古丹地区や野付半島がエゾシカの越冬地となっており、生活環境及び自然環境に影響を及ぼしていることから、北海道や環境省とも連携し、更なる個体数削減に向けて取り組むこととする。

また、わなの狩猟免許を農業経営者自ら取得してもらうための情報提供等を行い、農地の自主防衛の推進に取り組むこととする。　

	ヒグマ
	　ヒグマ対策に関しては、捕獲を前提とせずに追払いを基本として取り組んでいくが、繰り返し出没する個体や人畜被害の恐れのある個体については捕獲を実施する。

　なお、近年の目撃情報増加や家畜被害等の影響を鑑み、春期管理捕獲を実施し、人里への出没の抑制を図っていくこととする。

	キツネ・タヌキ・カラス・ドバト
	　家畜等への被害又は生活環境被害を及ぼす恐れのある個体について捕獲等の対策を行う。



	トド・アザラシ類
	　漁業被害に関する実態調査を進めていくとともに、北海道や環境省とも連携し、被害防止及び個体数調整捕獲に向けた取組みを行っていく。


３　対象鳥獣の捕獲等に関する事項

（１）対象鳥獣の捕獲体制
	【 別海町鳥獣被害対策実施隊の設置 】

平成23年度に別海町有害鳥獣対策協議会を設置。

平成24年度より協議会の構成団体から鳥獣被害対策実施隊を選任・任命し、効率的な捕獲を実施する。



	エゾシカ
	被害を受けた農家が捕獲を申し出た際の捕獲許可申請は、農協を通して行う。その後農協から猟友会へ有害駆除を依頼し猟友会員が捕獲を実施する。

春・秋駆除については、町内全域での捕獲となることから猟友会へ委託し、猟友会員が捕獲を実施する。

越冬地対策については、捕獲範囲や捕獲方法の規制等、特殊性を伴うため、環境省・北海道と連携し、囲いわな等による効率的な捕獲を実施する。

	ヒグマ
	　特定地域に繰り返し出没する個体や、人身事故・農業等被害が懸念される個体について、実施隊員が猟銃・箱わな等による捕獲を実施する。

　なお、近年は市街地付近での目撃情報増加や、家畜被害の発生等、人の生活圏内へ侵入が目立ち始めてきたことから、春期管理捕獲を実施し、人里への出没の抑制を図っていく。

	キツネ・タヌキ・カラス・ドバト
	被害を受けた農家が捕獲を申し出た際の捕獲許可申請は、農協を通して行う。その後農協から猟友会へ有害駆除を依頼し猟友会員が捕獲を実施する。

　キツネ、タヌキについては、箱わなによる捕獲も実施する。



	トド・アザラシ類
	専用の捕獲網及び銃による捕獲を試行する。


（２）その他捕獲に関する取組
	年度
	対象鳥獣
	取組内容

	令和６年
	鳥獣全般
	　猟友会及び各関係機関と協議し有効策の検討を行うとともに、農林漁業被害削減に向けた取組を行う。

	令和７年
	鳥獣全般
	猟友会及び各関係機関と協議し有効策の検討を行うとともに、農林漁業被害削減に向けた取組を行う。

	令和８年
	鳥獣全般
	　前年度までの取組内容を検証し、農林漁業被害削減に向けて、猟友会及び各関係機関との一層の連携強化を図る。


（３）対象鳥獣の捕獲計画
	　捕獲計画数等の設定の考え方

	エゾシカ
	令和４年度の生息数は、道全体で72万頭、東部で32万頭と推定されているが、個体の行動範囲は広く、別海町内での生息数については不明。本町では令和２年度3,022頭、令和３年度3,322頭、令和４年度2,816頭の捕獲実績があるものの、農業被害は依然として高い水準にあるため、今後も出来る限りの捕獲を試みながら増減の傾向を把握する。

	ヒグマ
	　追い払いを原則とするため、捕獲目標数は定めない。ただし、繰り返し出没する個体や、人畜への事故の恐れの高い個体は捕獲を実施するとともに、春期管理捕獲を実施し、人里への出没の抑制を図っていく。

	キツネ
タヌキ

カラス

ドバト
	　町内での生息状況が不明であるため、捕獲目標数は定めない。



	トド・アザラシ類
	　捕獲許可基準により上限頭数が定められていることから、最大３０頭の捕獲目標を定める。

	対象鳥獣
	捕獲計画数等

	
	令和６年度
	令和７年度
	令和８年度

	エゾシカ
	3,700頭
	3,700頭
	3,700頭

	その他鳥獣
	―
	―
	―


	捕獲等の取組内容

	エゾシカ
	　春季、秋季は有害駆除対策及び冬季越冬地対策による捕獲を行う。具体的な捕獲時期として、有害駆除対策は、５月上旬から５月末、９月中旬から一般狩猟期前の１０月下旬までに銃器及びくくりわなによる捕獲を実施し、走古丹地区及び野付半島越冬地対策については、環境省と協議の上、期間を限定して囲いわなによる捕獲を実施する。



	ヒグマ
	　目撃の通報等があった場合は、周辺のパトロールを実施するとともに、人畜への危険性及び被害が発生した場合には、捕獲を実施する。

　また、春期管理捕獲を実施し、人里への出没の抑制を図っていく。



	キツネ
タヌキ
カラス

ドバト

	　猟期を除く通年、銃器及びわなによる捕獲を行う。

　キツネについては、２月～３月に有害駆除を兼ねたエキノコックス症対策を実施するほか、通年、箱わなでの捕獲を実施する。また、カラスについては、５月～９月に有害駆除を兼ねた家畜自衛防疫対策を実施する。




	ライフル銃による捕獲等を実施する必要性及びその取組内容

	エゾシカ春・秋駆除実施時やヒグマ捕獲の際に使用。

散弾銃を使用する際は、ある程度近づかなければ捕獲することが難しいため、安全面の確保が難しく、捕獲の確実性においても、同様の理由からライフル銃が適正と考えられる。

使用する際は矢先やバックストップの確認等、周囲の安全面などに配慮したうえで使用する。


（４）許可権限委譲事項　
	対象地域
	対象鳥獣

	別海町
	エゾシカ
タヌキ


４　防護柵の設置、その他の対象鳥獣の捕獲以外の被害防止施策に関する事項
（１）侵入防止柵の整備計画
	対象鳥獣
	整備内容

	
	令和６年度
	令和７年度
	令和８年度

	エゾシカ
	金網・電気柵

25,000m
	金網・電気柵

62,000m
	金網・電気柵

25,000m


（２）その他被害防止に関する取組
	年度
	対象鳥獣
	取組内容

	令和６年

～

令和８年
	エゾシカ
	根室振興局管内エゾシカ対策連絡協議会における取り組み。

	
	その他鳥獣
	花火等を活用した追い払い活動、被害農家への鳥獣害防止知識の普及活動、ヒグマ出没時の連絡体制の整備、誘引物の除去に関する指導及び対応。


５　対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じる

おそれがある場合の対処に関する事項

（１）関係機関の役割

	関係機関の名称
	役割

	別海町
	全体の統括、連絡調整、出没情報の受付・周知、現地パトロール、注意喚起

	中標津警察署
	現地パトロール、注意喚起

	北海道猟友会別海支部
	有害駆除従事者の統括、連絡調整、

猟銃による捕獲作戦の立案

	道東あさひ農業協同組合
	組合員への周知

	中春別農業協同組合
	組合員への周知

	計根別農業協同組合
	組合員への周知

	別海町森林組合
	組合員への周知

	別海漁業協同組合
	組合員への周知

	野付漁業協同組合
	組合員への周知


（２）緊急時の連絡体制

	　　　　　　　　　　情報提供・協力要請　　 　中標津警察署

　　　通報　　　　　　　　　　　　  
住民　　　　別海町　　　　　　　　　　　　北海道猟友会別海支部

　　　　　　　　　　　　　　情報提供　 　　農林漁業関係機関


６　捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項
	エゾシカ
	　銃器で捕獲したエゾシカは、捕獲後速やかに一般廃棄物処理場へ集積してから処分事業者へ運搬し処理する。

	ヒグマ
	　捕獲した個体は、内臓等の一部を北海道環境科学センターへ調査研究用試料として提供し、他の部位については可能な限り利活用する。



	その他鳥獣
	　調査研究機関に必要とされる検体は提供し、不要な場合は一般廃棄物として処理する。


７　捕獲等をした対象鳥獣の食品としての利用等その有効な利用に関する事項

	エゾシカ
	　食肉及びペットフード用等に適する個体については、可能な限りその有効活用に努める。


８　被害防止施策の実施体制に関する事項
（１）被害防止対策協議会に関する事項

被害防止対策協議会の名称 ～ 別海町有害鳥獣対策協議会
	構成機関の名称
	役割

	別海町
	全体の統括、連絡調整

	道東あさひ農業協同組合
	農業被害の把握、農家連絡調整

	中春別農業協同組合
	農業被害の把握、農家連絡調整

	計根別農業協同組合
	農業被害の把握、農家連絡調整

	別海町森林組合
	林業被害の把握

	北海道猟友会別海支部
	有害駆除従事者の統括、連絡調整、

猟銃による捕獲作戦の立案

	別海漁業協同組合
	漁業被害の把握

	野付漁業協同組合
	漁業被害の把握

	㈱別海町観光開発公社
	野付半島植生被害の把握


（２）関係機関に関する事項
	関係機関の名称
	役割

	環境省北海道地方環境事務所
	国指定鳥獣保護区の管理（捕獲許可等）

	根釧東部森林管理署
	国有林に係る鳥獣被害対策時の指導、協力

	釧路総合振興局森林室
	道有林に係る鳥獣被害対策時の指導、協力

	北海道根室振興局農務課
	鳥獣被害防止計画の指導、情報提供

	北海道根室振興局環境生活課
	鳥獣対策の窓口（捕獲許可等）

	中標津警察署
	鳥獣被害対策（エゾシカ交通事故等）


（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項
	　平成24年度より別海町有害鳥獣対策協議会の構成団体から鳥獣被害対策実施隊を選任・任命し、効率的な捕獲を実施する。




（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項
	　特になし。




９　その他被害防止施策の実施に関し必要な事項
	　特になし。




捕獲依頼








- 1 -

